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2015/10/19 6:30 日本経済新聞　電子版

日本先行の海洋温度差発電　欧米が実用化で猛追 

　海水の温度差を利用して電気をつくる「海洋温度差発電」が実用化に向けて動き

出した。２年前に世界で初めて稼働した沖縄・久米島の試験プラントに続き、今夏

には米ハワイ州で世界最大出力の海洋温度差発電が実現した。フランスもカリブ

海に浮かぶマルティニーク島で大規模な海洋温度差発電プラントを建設する計画

だ。商業化を視野に今後、プラントの開発競争も熱を帯びそうだ。

■ハワイで世界最大の施設が稼働　120世帯の電気まかなう

　海洋温度差発電は海の表層からくみ

上げたセ氏30度近い温かい海水で、代

替フロンやアンモニアなど沸点が低い液

体を蒸発させ、その蒸気で発電機を駆動

して電気を得る仕組みだ。蒸気は海の深

層からくみ上げた５度前後の冷たい海水

で冷やし、液体に戻して再利用する。24

時間一定の出力で運転できるのが、太

陽光発電や風力発電など他の自然エネ

ルギーとの大きな違いだ。

　ハワイ島のコナの沿岸部で８月に稼働した海洋温度差発電プラントの出力は105

キロワット。久米島の発電施設の約２倍で、現時点で世界最大だ。プラントでつくら

れた電気は電力系統に送られ、120世帯分の家庭の電力をまかなうという。プラン

トは米海軍やハワイ州立自然エネルギー研究所などが約500万ドルを拠出し、ハワ

イのエンジニアリング会社、マカイ・オーシャン・エンジニアリングが建設した。

　ハワイ州では2045年までに海洋温度差発電を含む再生可能エネルギーで全電

力をまかなう目標を立てており、今後、商業化をにらんで1000キロワットのプラント

を建設する計画だ。

　日本では13年６月、久米島の沖縄県海洋深層水研究所の一角で出力50キロワッ

トの実証試験施設が動き始めた。ハワイのプラントが稼働するまでは世界で唯一、

稼働している海洋温度差発電プラントだった。海外からの見学者は3000人を超え

た。国別では40カ国以上だ。

ハワイ島で８月に稼働した世界最大の海洋温度差発
電プラント
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　海洋温度差発電は、発電コストを下げ

ることが実用化や普及の決め手になる。

発電コストは海洋温度差発電の中核とな

る熱交換器の性能や取水管の長さ、海

水の温度差などによって決まる。久米島

の実証試験施設では熱交換器の性能な

どのデータを集めている。

　来年度にもジャパンマリンユナイテッド

と佐賀大学は、神戸製鋼所と佐賀大が

共同開発した新しい高効率の熱交換器

と発電機を現在の実証施設に取り付け、出力を100キロワットに引き上げた上で、

実証試験を続ける。

■久米島に400世帯分の実証プラント構想　20年の稼働目指す

　久米島には約4000世帯が暮らしている。全世帯

の１日の使用電力をまかなうには現時点で１万キ

ロワットのプラントが必要になる計算。海洋エネル

ギー資源利用推進機構の試算では、発電コストは

出力１万キロワット級になれば、１キロワット時当

たり20円程度になる見込みという。

　実用化をにらみ、久米島町などは島の世帯数の

約１割に電力を供給できる能力がある1000キロワ

ットの実証プラントの建設を計画している。20年の

稼働を目指している。

　現在の50キロワットの実証施設では１日平均１

万3000トンの深層水をくみ上げている。1000キロ

ワットのプラントにするには１日10万トンをくみ上げ

る能力を持った新たな取水管を設置する必要がある。計画では2.6キロメートル沖

合の水深800メートルから、直径1.2メートルの取水管２本を使って深層水をくみ上

げる。取水管のコストが膨らむため、建設費は周辺施設も含めて100億～150億円

にのぼる見込みだ。

　

２年前に世界で初めて稼働した沖縄県
の海洋温度差発電実証試験施設（久米
島）
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